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三
年
程
前
か
ら
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
で
、
土
曜
日
の
夜
九
時
か
ら
と
日
曜
日
の
朝
十
時
か
ら
の
一
時
間

番
組
「
小
さ
な
村
の
物
語
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。 

二
回
に
一
回
く
ら
い
は
再
放
送
だ
が
、
村
人
達
（
主
人
公
は
二
人
の
時
が
多
い
）
の
平
凡
で
誠

実
な
暮
ら
し
ぶ
り
と
バ
ッ
ク
に
流
れ
る
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
飽
き
ず
に
見
入
っ
て
い

る
。
こ
の
番
組
は
二
〇
〇
七
年
の
秋
に
第
一
回
が
始
ま
り
、
昨
年
末
迄
に
百
六
十
三
回
を
数
え
て

い
る
が
、
諸
姉
・
諸
兄
の
中
に
は
も
っ
と
以
前
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
う
。 

 

北
は
ア
ル
プ
ス
の
麓
か
ら
南
の
シ
チ
リ
ア
ま
で
の
人
口
数
百
か
ら
数
千
人
の
村
人
達
の
暮
ら
し

ぶ
り
は
多
様
で
あ
る
。
長
い
歴
史
を
持
つ
村
々
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
、
山
の
中
腹
や
丘
の
頂

上
に
村
で
最
も
高
い
鐘
楼
が
目
に
つ
く
教
会
を
中
心
に
、
近
隣
の
村
々
と
は
山
林
、
草
原
、
農
地

な
ど
で
隔
絶
さ
れ
て
佇
ん
で
い
る
。 

番
組
の
主
人
公
は
農
夫
、
村
役
人
、
自
動
車
整
備
工
、
教
師
、
主
婦
、
牧
童
等
々
多
岐
に
亘
り
、

経
済
的
に
は
然
程
恵
ま
れ
て
い
な
く
と
も
家
族
・
友
達
・
隣
人
と
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

そ
の
村
に
昔
か
ら
伝
わ
る
慣
習
を
重
ん
じ
、
そ
の
村
独
自
の
手
作
り
の
祭
り
を
催
し
た
り
、
教
会

に
夫
々
の
楽
器
を
持
ち
寄
っ
て
演
奏
会
の
稽
古
に
励
み
、
あ
る
村
で
は
猪
猟
を
企
て
た
り
、
村
の

雑
木
林
の
一
部
を
伐
採
し
て
、
暖
炉
に
く
べ
る
薪
を
夫
々
の
家
で
分
け
合
っ
て
冬
に
備
え
る
。 

身
寄
り
の
な
い
老
人
に
は
、
近
隣
の
村
人
達
が
交
代
で
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。
こ
う
し
て

日
々
の
生
活
に
楽
し
み
を
見
つ
け
な
が
ら
淡
々
と
暮
ら
し
て
い
る
。
誠
に
健
気
で
あ
る
。 

 

実
は
小
生
、
遠
い
昔
、
一
九
七
〇
年
四
月
か
ら
翌
年
の
一
月
ま
で
の
凡
そ
十
ヶ
月
間
、
イ
タ
リ

ア
の
南
部
の
バ
ジ
リ
カ
ー
タ
州
・
ピ
ス
テ
ィ
ッ
チ
・
ス
カ
ロ
に
、
合
成
繊
維
・
縮
重
合
設
備
の
建

設
と
操
業
の
立
ち
上
げ
の
仕
事
で
滞
在
し
た
事
が
あ
る
。 

因
み
に
ス
カ
ロ
に
は
波
止
場
の
意
味
が
あ
り
高
地
で
は
な
い
。
そ
し
て
ス
カ
ロ
に
あ
る
工
場
で

働
く
従
業
員
は
、
ス
カ
ロ
の
付
か
な
い
高
台
に
あ
っ
て
、
昔
か
ら
の
村
・
ピ
ス
テ
ィ
ッ
チ
か
ら
工

場
へ
バ
ス
や
車
で
通
勤
し
て
い
た
。
こ
の
ス
カ
ロ
に
は
鉄
道
の
駅
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
付
の
モ
ー
テ
ル
位
し
か
な
く
、
我
々
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
・
操
業
支
援
す
る
日

本
人
チ
ー
ム
（
多
い
時
で
十
人
、
少
な
い
時
は
小
生
一
人
）
は
こ
の
モ
ー
テ
ル
に
居
住
し
て
、
レ

ン
タ
カ
ー
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
で
国
際
免
許
証
を
持
参
し
た
小
生
の
運

転
で
通
勤
し
て
い
た
。 

仕
事
の
方
は
日
本
の
様
に
は
計
画
通
り
進
ま
ず
、
い
ら
つ
く
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
高
々
数
ヶ
月
の
工
期
遅
れ
な
ど
は
、
悠
久
の

歴
史
を
誇
り
、
日
常
生
活
も
大
事
に
す
る
彼
ら
に
と
っ
て
は
然
程

の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
今
に
し
て
思
う
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
イ
タ
リ
ア
に
い
た
時
、
な
ぜ
不
便
な
高
台
に
集
落
が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
尋

ね
た
事
が
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、
一
、
遠
い
昔
、
海
賊
の
襲
来
に
備
え
た
。
二
、
伝
染
病
の
蔓
延

か
ら
逃
れ
る
、
の
二
つ
で
あ
っ
た
。 

今
に
し
て
思
う
と
、
も
う
一
つ
「
彼
ら
の
街
・
住
居
が
石
積
み
で
、
長
い
時
と
多
大
な
労
力
を

費
や
し
て
作
ら
れ
、
自
分
達
の
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
物
へ
の
愛
着
」
も
あ
る
に
違
い
な
い
、
と

思
う
。
現
に
「
物
語
」
の
一
つ
に
、
壊
れ
て
百
年
間
も
使
え
な
く
な
っ
て
い
た
教
会
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
数
年
掛
り
で
修
復
し
て
、
村
人
達
に
大
変
喜
ば
れ
た
若
者
も
い
た
し
、
年
代
物
の
農
機

具
・
織
機
・
車
な
ど
上
の
世
代
か
ら
引
き
継
い
だ
道
具
を
捨
て
き
れ
ず
に
使
っ
た
り
、
物
置
に
保

管
し
て
い
る
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
で
あ
る
。 

こ
の
「
物
語
」
に
我
が
懐
か
し
の
ピ
ス
テ
ィ
ッ
チ
が
登
場
す
る
事
は
先
ず
あ
る
ま
い
と
思
い
つ
ゝ

今
年
も
イ
タ
リ
ア
各
地
の
村
人
達
の
素
朴
な
生
き
様
に
新
た
な
感
動
を
覚
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

          


